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セージ’ （1934)， さらに｜ ヒトラー宛建14 1謀」 (1936)などにつながる線
の起点となったことは局.うまでもないが， そオLはカトリック教会にも影
響を及ぼしている。周知のように, 1933年7月， ローマはナチ新政権と
J := 三T もゲート
の間に素早く蚊教条約を結んだ。それは上 ｜､ラーにとっても岐初の外交
的勝利であったが， その後のlilj者の関係は必ずしもうまくいったわけで
はない。 1937年， カトリック教会が， ピドンス十一世の回勅|深き愛慮に
満たさオLて」 ［ドイツ帝l'ilにおけるカトリック教会の状態について，使徒
唯」 W､Krii(kL' , K(&in lllc( )1<]gis(Fhet･Totc'1scht'i l], in; Zeitz巳ichen5! 3(104, S
361~!￥~
{3) EIILIHrh、 I)iEBIIrmel･ '1,hegEI1 19342(川1 ． 20()1．
























' ‘ ’ 河jfも幸夫｜ ･ﾉｰｸ･ズムとカトリック数会 |"|勅｜深さ型雌に湖えさjLて｜を
’ ' 1心に－’ （寓ill光雄，柳父醐近編Iﾌ･チ・ドイツの政論忠想I削文社、 21)()Z
年， 2(17貞以i､.） を参雌せよ｡
<5， 宮川光雄I+'す梨とハーケンクロイツ」新教出版社, 20(ﾄl}年, :19(i 1.1以1､.。
斗璽 研究ノー’
ハイン・テーゼ」 (1957) は， まさに教会闘争の経験なしに成立しなかっ





















' #' ! 1｢gl l-・Vischf1･, 1<EII)1･1llicI･[fsZEugnight,u(f、 1988
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「卜からの戦いの結巣であった」 と総括している( ! ' 1。
「バルメン宣言」全体の描成は，以下のように理解することができる。
イエス・キリストをわれわれの聴き従うべき唯一の御言葉とする第I Jl'I
(J) KIK､ha[1旧nrtll,Bad()“･1]hilllsen l931Mai 8, il] :CNic{)laisU11, 1)cl･ 11.'?g
nacIIHarmen, 19H3､S72
[ ' ' '｣ E.BIIsch, I)i(&Bfl1･mer "1,hcHL､11! S」2













































































' [31 EWolf,Bal-me[1, 3.ALIIIS125, 1984
i ' ‘ ’ 拙稿「ナチズムとバルト iバルメン宜言」第ユJIIを巡って」 （宵田光雄．
柳父勝|近編Iナゾ・ ・ ドイツリ)政治思想1 2002年． 233間以下） を参照せよ。




















宣言.は6項I lを|JI1:Iに「告白」として語った。 「･i'il' Iとは，現代の挑戦
に対して， イエス・キリスl､の福音を新しく告I:i-j-ること。教会は信仰
告白を所有していることだけが大切なのではなくてそれを/tきなければ
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｢法と安全」 （フランクフルト和協)， 「法と平和」 （妓終案） と変化した。
法と平和は．すでに宗教改革期に同家の課題をあらわすため用いられた
定式を取り上げたものである‘，法と平和は分離されない。ただバルトが























'3'! 1 1E. "l，nd1.K['n]piizen.S121 (181 1'I)
IJ' ! KBarth､ I)i(｣'ThEse5derBarme[･ Erklii],LIIIgUI'(I (laF 1']､()1)km' dLHs
陣､'･t,(Ihtt'']K]･iｾ貝ｾ急． in:TextezurBa'･mel･ "1,ht,I)l' )gi篇にhel1 Erklii'･11ng" S.
I !)91. (「カール・バルト著作柴」第7巻）
帷､’ カール・バルト I犀|家の暴力について」 （ﾉくりIM{),81)劇以卜．を巻Ⅲi(せよ。
帷開！ 拙柵|雌端的共|'1r(任の神学一カール･バルトに上jける毅会と阿家」 (IIII
北判塊大学i柿襲教会と神学」 33号, 2(11)1年）

























従 近代1 1本における''一マ,I} l ･三章」斬教出版社, 201)3年などを参照せ
よ。















( ;MI) K.Barth,BHrme[1, inETExtczl'r l3aT]11crTheok)gische]1Erklfirullg"S
172. (!カール・バルト著作集」第7巻）
